
第
五
回

　
諸
橋
轍
次
記
念

　
漢
字
文
化
理
解
力
検
定

　
解
答
・
解
説

【
問
題
Ⅰ
】（
小
計
44
点
）

問
１
【
読
み
書
き
】
①
＝
こ
う
り
ょ
う　

②
＝
契
機　

③
＝
分
析　

④
＝
あ
い
は　

⑤
＝
影
響　

⑥
＝
故
障　

⑦
＝
は
ん
も　

⑧
＝
樹
齢　
（
各
２
点
）

問
２
【
詩
人
】
ウ　
（
２
点
）

問
３
【
中
国
史
】
エ　
（
２
点
）

問
４
【
四
字
熟
語
】
復　
（
２
点
）

問
５
【
漢
字
の
意
味
】
イ　
（
２
点
）

問
６
【
国
字
】
い
わ
し　
（
２
点
）

問
７
【
部
首
】
り
っ
し
ん
べ
ん　
（
２
点
）

問
８
【
旧
字
体
】
ウ　
（
２
点
）

問
９
【
画
数
】
イ　
（
２
点
）

問
10
【
中
国
哲
学
】
ア　
（
２
点
）

問
11
【
音
読
み
の
種
類
】
ウ　
（
２
点
）

問
12
【
故
事
成
語
】
エ　
（
２
点
）

問
13
【
音
符
が
同
じ
漢
字
】
磁
ま
た
は
滋　
（
２
点
）

問
14
【
仏
教
】
ア　
（
２
点
）

問
15
【
同
音
異
義
語
】
エ　
（
２
点
）

■
解
説　

問
１　

①
「
涼
」
の
音
読
み
は
「
り
ょ
う
」。
②
「
契
機
」
と
は
、
な
に

か
が
起
き
る
き
っ
か
け
。
③
「
析
」
は
「
木
へ
ん
」
の
漢
字
。
④
「
は
む
」
と
は
、

「
食
べ
る
」
の
古
い
言
い
方
。
⑤
「
影
響
」
は
、
本
来
、
光
が
当
た
っ
て
生
じ
る

「
影
」
と
、
音
が
鳴
っ
て
生
じ
る
「
響
き
」。
⑥
「
故
障
な
く
」
と
は
、
問
題
や

差
し
支
え
な
ど
が
な
い
と
い
う
意
味
。
⑦
「
繁
」
の
音
読
み
は
「
は
ん
」
で
あ
る

こ
と
に
注
意
。
⑧
「
樹
齢
」
は
、
樹
木
の
年
齢
。
ど
ち
ら
も
画
数
が
多
い
漢
字
な

　

の
で
注
意
。「
令
」
の
最
後
の
画
は
、
手
書
き
で
は
「
丶
」
と
し
て
も
差
し
支
え

な
い
。

　

問
２　

「
国
破
れ
て
山
河
在
り
」
は
、
盛
唐
の
詩
人
、
杜
甫
の
「
春
望
」
と
い
う

詩
の
書
き
出
し
。

　

問
３　

宋
王
朝
は
、
10
世
紀
か
ら
13
世
紀
に
か
け
て
続
い
た
王
朝
。
ア
、
イ
、
ウ

の
よ
う
に
高
度
な
文
化
を
生
み
出
し
た
。
エ
の
い
わ
ゆ
る
「
宋
襄
の
仁
」
の
故
事

は
、
紀
元
前
７
世
紀
、
春
秋
時
代
に
あ
っ
た
宋
と
い
う
国
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー

ド
。

　

問
４　

「
一
陽
来
復
」
と
は
、
す
べ
て
が
「
陰
」
に
な
っ
た
あ
と
に
、
一
つ
だ
け

「
陽
」
が
戻
っ
て
来
る
こ
と
。
不
運
が
極
ま
っ
て
幸
運
が
訪
れ
る
こ
と
や
、
冬
が

終
わ
っ
て
春
が
来
る
こ
と
を
指
し
て
使
わ
れ
る
。「
春
が
来
る
」
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
に
惑
わ
さ
れ
て
、「
福
」
と
勘
違
い
し
な
い
よ
う
に
注
意
。

　

問
５　

「
長
じ
る
」
は
、
す
ぐ
れ
る
と
い
う
意
味
。

　

問
６　

「
鯨
」「

」「
鯖
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
中
国
に
も
あ
る
漢
字
。
た
だ
し
、
魚

の
サ
バ
を
指
し
て
「
鯖
」
を
用
い
る
の
は
、
日
本
語
独
自
の
用
法
。

　

問
７　

漢
字
で
書
く
と
「
立
心
偏
」。
古
代
文
字
で
は
「
心
」
と
同
じ
形
が
縦
長

に
な
っ
て
い
る
の
を
、「
立
っ
て
い
る
」
と
た
と
え
た
名
前
。

　

問
８　

「
医
」
の
旧
字
体
は
「
醫
」。
ア
「
円
」
の
旧
字
体
は
「
圓
」、
イ
「
旧
」

の
旧
字
体
は
「
舊
」、
エ
「
点
」
の
旧
字
体
は
「
點
」。

　

問
９　

漢
和
辞
典
の
音
訓
索
引
で
は
、
読
み
方
が
同
じ
漢
字
は
画
数
の
少
な
い
順

に
並
ん
で
い
る
。
諸
橋
大
漢
和
の
字
訓
索
引
も
同
じ
。「
吉
」
は
６
画
、「
景
」
は

12
画
な
の
で
、
空
欄
に
入
る
の
は
６
画
以
上
12
画
以
下
の
漢
字
。
ア
「
令
」
は
５

画
、
イ
「
美
」
は
９
画
、
ウ
「
瑞
」
は
13
画
、
エ
「
歓
」
は
15
画
な
の
で
、
イ
が

正
解
。

　

問
10　

イ
「
愛
」
は
、「
兼
愛
」
を
主
張
し
た
墨ぼ

く

子し

の
思
想
と
関
係
が
深
い
漢
字
。

ウ
「
法
」
は
、
韓か

ん

非ぴ

に
代
表
さ
れ
る
法
家
思
想
の
キ
ー
ワ
ー
ド
。
エ
「
無
」
は
、

「
無
用
の
用
」
な
ど
、
老
荘
思
想
で
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
漢
字
。

　

問
11　

イ
「
漢
音
」
は
８
世
紀
を
中
心
と
す
る
時
代
に
日
本
に
伝
わ
っ
た
中
国
語

の
発
音
が
元
に
な
っ
た
音
読
み
。
ア
「
呉
音
」
は
そ
れ
以
前
、
ウ
「
唐
音
」
は
そ

れ
以
後
に
伝
わ
っ
た
中
国
語
の
発
音
が
元
に
な
っ
て
い
る
。

　

問
12　

正
解
の
エ
「
学
を
絶
て
ば
憂
い
な
し
」
と
は
、
学
問
を
や
め
れ
ば
不
安
も

な
く
な
る
と
い
う
意
味
。
孔
子
が
学
問
を
尊
ぶ
の
に
対
し
て
、
そ
れ
に
反
対
す
る

の
が
老
子
の
思
想
の
特
徴
。
ア
「
学
問
に
王
道
な
し
」
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
に
由

来
す
る
こ
と
ば
。
イ
「
学
は
も
っ
て
や
む
べ
か
ら
ず
」
は
、
荀

じ
ゅ
ん

子し

の
こ
と
ば
。

ウ
「
十
有
五
に
し
て
学
を
志
す
」
は
『
論
語
』
の
有
名
な
こ
と
ば
。

　

問
13　

「
慈
」「
磁
」「
滋
」
の
い
ず
れ
も
音
読
み
は
「
じ
」。「
艹
」
の
部
分
が
少

し
変
形
し
て
い
る
が
、「
茲
」
が
発
音
を
表
す
形
声
の
漢
字
。

　

問
14　

正
解
の
ア
「
天
上
天
下
、
唯
我
独
尊
」
は
、
釈
迦
が
生
ま
れ
て
す
ぐ
に
発

し
た
と
さ
れ
る
こ
と
ば
。
こ
の
世
に
自
分
ほ
ど
尊
い
存
在
は
な
い
と
い
う
意
味
。

イ
「
色
即
是
空
、
空
即
是
色
」
は
、『
般
若
心
経
』
の
一
節
。
ウ
「
南
無
妙
法
蓮

華
経
」
は
、
鎌
倉
時
代
の
僧
、
日
蓮
が
重
視
し
た
題
目
。
エ
「
阿
耨
多
羅
三
藐
三

菩
提
」
は
、「
あ
の
く
た
ら
さ
ん
み
ゃ
く
さ
ん
ぼ
だ
い
」
と
読
み
、
仏
の
悟
り
の

境
地
を
指
す
こ
と
ば
。

　

問
15　

本
文
の
「
イ
ギ
」
は
、
異
な
る
意
見
、
反
対
の
意
見
と
い
う
意
味
で
、
漢

字
で
書
く
と
「
異
議
」。
ア
は
「
威
儀
」
で
、
重
々
し
い
風
格
。
イ
は
「
意
義
」

で
、
き
ち
ん
と
し
た
意
味
。
ウ
は
「
異
義
」
で
、
異
な
る
意
味
。

 

（
円
満
字
二
郎
）

【
問
題
Ⅱ
】（
小
計
20
点
）

問
１
【
誤
字
訂
正
】
①
＝
小
↓
少　

②
＝
新
↓
親　

③
＝
汚
↓
悪　

④
＝
胆
↓
坦　

⑤
＝
徴
↓
懲　
（
各
２
点
）

問
２
【
歴
史
書
の
成
立
年
代
】
オ 

↓ 

ア 

↓ 
ウ 
↓ 

エ 

↓ 

イ 

↓ 

カ　

（
完
答
６
点
）

問
３
【
人
物
と
逸
話
他
】
エ
・
カ　
（
順
不
同　

各
２
点
）

■
解
説　

問
１　

①
「
年
少
」
は
主
語
―
述
語
の
構
造
で
、「
年
少わ
か

し
（
年
が
少わ
か

い
）」

と
訓
読
で
き
る
。
対
義
語
は
「
年
長
」。
②
「
親
展
」
は
修
飾
語
―
被
修
飾
語
の

構
造
で
、「
親み

ず
か
ら
展ひ
ら

く
」
と
訓
読
で
き
る
。
名
宛
人
自
身
が
開
封
し
て
読
ん
で
ほ

し
い
の
意
を
表
す
。
③
「
嫌
悪
」
は
並
列
の
構
造
で
、
嫌
い
悪に

く

む
の
意
。
④
「
虚

心
坦
懐
」
は
述
語
―
目
的
語
・
補
語
の
構
造
で
、「
心
を
虚む

な

し
く
し
懐お
も

ひ
を
坦た
い

ら

か
に
す
」
と
訓
読
で
き
る
。
心
に
わ
だ
か
ま
り
が
な
く
、
気
持
ち
が
さ
っ
ぱ
り
し

て
い
る
の
意
。「
虚
心
平
気
」
と
も
い
う
。
⑤
「
勧
善
懲
悪
」
も
述
語
―
目
的

語
・
補
語
の
構
造
で
、「
善
を
勧
め
悪
を
懲こ

ら
す
（
懲こ

ら
し
む
）」
と
訓
読
で
き
る
。

　

問
２　

ア
『
史
記
』
は
、
前
漢
の
司
馬
遷
（
前
一
七
九
〜
前
一
一
七
）
の
著
し
た

紀
伝
体
の
歴
史
書
。
イ
『
十
八
史
略
』
は
、
宋
末
元
初
の
曽そ

う

先せ
ん

之し

（
生
没
年
未

詳
）
の
著
し
た
編
年
体
の
歴
史
書
。
ウ
『
漢
書
』
は
、
後
漢
の
班
固
（
三
二
〜
九

二
）
の
著
し
た
紀
伝
体
の
歴
史
書
。
エ
『
資
治
通
鑑
』
は
、
北
宋
の
司
馬
光
（
一

〇
一
九
〜
一
〇
八
六
）
の
著
し
た
編
年
体
の
歴
史
書
。
オ
『
春
秋
』
は
、
春
秋
時

代
、
魯ろ

の
史
官
が
記
し
た
編
年
体
の
記
録
を
、
孔
子
（
前
五
五
一
〜
前
四
七
九
）

が
手
を
加
え
て
編
纂
し
た
も
の
と
い
わ
れ
る
。
カ
『
日
本
外
史
』
は
、
江
戸
末
期

の
頼ら

い

山さ
ん

陽よ
う

（
一
七
八
〇
〜
一
八
三
二
）
の
著
し
た
歴
史
書
。『
史
記
』
の
世せ
い

家か

の

体
裁
に
な
ら
い
、
漢
文
体
で
記
さ
れ
て
い
る
。

　

問
３　

ア
「
一
字
千
金
」
は
、
秦し

ん

の
呂
不
韋
が
賓
客
を
集
め
て
『
呂
氏
春
秋
（
呂

覧
）』
を
作
ら
せ
た
時
、「
一
字
で
も
添
削
で
き
た
者
に
は
千
金
を
与
え
よ
う
」
と

豪
語
し
た
と
い
う
故
事
に
基
づ
く
。
非
常
に
価
値
の
あ
る
文
章
を
い
う
。
イ
「
二

十
四
孝
」
は
、
古
今
の
孝
子
二
十
四
人
の
総
称
。
舜
は
尭ぎ

ょ
うか
ら
帝
位
を
禅
譲
さ
れ

た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
曽そ

う

子し

、
閔び
ん

子し

騫け
ん

、
子し

路ろ

は
、
い
ず
れ
も
孔
子
の
門
人
。



■
解
説　

問
１
『
説せ
つ

文も
ん

解か
い

字じ

』
以
前
に
も
識
字
教
科
書
の
類
は
あ
っ
た
が
、
字
義
や

成
り
立
ち
を
解
説
し
た
字
典
形
式
の
嚆
矢
は
『
説
文
解
字
』
で
あ
る
。
形
声
文
字

は
六
書
で
成
り
立
ち
が
「
从
甲
乙
声
」（
甲
に
从し

た
が

う
乙
の
声せ

い

）
と
い
う
形
式
で
解

説
さ
れ
、
字
の
意
味
や
意
味
領
域
が
甲
で
あ
り
、
字
の
発
音
が
乙
で
あ
る
こ
と
を

示
す
。「
呑
」
と
字
形
が
似
て
お
り
、「
ド
ン
」
と
い
う
発
音
で
あ
る
こ
と
か
ら

【　

Ｂ　

】
に
入
る
の
は
「
天
」
だ
と
わ
か
る
。

　

問
２　

漢
字
は
一
文
字
が
一
音
節
で
あ
り
、
ま
た
中
国
語
は
基
本
的
に
一
文
字
が

一
語
を
構
成
す
る
単
音
節
語
で
あ
る
。
そ
の
例
外
と
な
る
の
が
連
綿
語
で
あ
る
。

連
綿
語
を
構
成
す
る
二
字
は
双
声
（
語
頭
子
音
が
同
じ
か
類
似
す
る
）、
畳
韻

（
韻
母
〈
語
頭
子
音
以
外
の
部
分
〉
が
同
じ
か
類
似
す
る
）
と
い
う
関
係
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
多
い
。
ア
「
簡
単
」
は
語
義
を
「
簡
素
」
で
「
単
純
」
で
あ
る

と
分
解
し
て
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
連
綿
語
で
は
な
い
。
ま
た
双
声
畳
韻

の
関
係
に
も
な
い
。
イ
〜
カ
は
そ
れ
ぞ
れ
言
葉
の
意
味
を
単
字
に
分
解
し
て
説
明

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
連
綿
語
。
イ
「
徘は

い

徊か
い

」
は
畳
韻
。〈
さ
ま
よ
う
〉
と

い
う
意
味
。
ウ
「
猶
予
」
は
双
声
。
も
と
も
と
〈
た
め
ら
う
〉
と
い
う
意
味
で
、

日
本
で
は
〈
期
限
を
伸
ば
す
〉
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
る
。
エ
「
齷あ

く

齪せ
く

」
は
畳
韻
。

も
と
も
と
は
〈
器
量
が
狭
い
〉
と
い
う
意
味
で
、
日
本
で
は
せ
わ
し
な
く
物
事
を

行
う
様
子
を
形
容
す
る
と
き
に
用
い
ら
れ
る
。
オ
「
磊ら

い

落ら
く

」
は
双
声
。〈
山
が
高

い
さ
ま
〉。
小
さ
な
こ
と
に
こ
だ
わ
ら
な
い
こ
と
を
「
豪
放
磊
落
」
と
い
う
。
カ

「
倉そ

う

卒そ
つ

」
は
双
声
。〈
あ
わ
た
だ
し
い
さ
ま
〉。

　

問
３　

ア
「
男
」
子
音
に
つ
い
て
、
ナ
行
（
ナ
ン
）
と
ダ
行
（
ダ
ン
）
の
二
音
の

読
み
方
が
あ
る
場
合
は
、
ナ
音
が
呉
音
。
イ
「
万
」
子
音
に
つ
い
て
、
マ
行
（
マ

ン
）
バ
（
バ
ン
）
行
の
二
音
の
読
み
方
が
あ
る
場
合
は
、
マ
行
が
呉
音
。
ウ
「
強
」

子
音
に
つ
い
て
、
濁
音
（
ゴ
ウ
）
と
清
音
（
キ
ョ
ウ
）
の
二
音
の
読
み
方
が
あ
る

場
合
に
は
、
濁
音
が
呉
音
。
エ
「
日
」
子
音
に
つ
い
て
、
ナ
行
（
ニ
チ
）
と
ザ
行

（
ジ
ツ
）
の
二
音
の
読
み
方
が
あ
る
場
合
は
、
ナ
行
が
呉
音
。
オ
「
女
」
子
音
に

つ
い
て
、
ナ
行
（
ニ
ョ
）
と
ダ
行
（
ヂ
ョ
）
の
二
音
の
読
み
方
が
あ
る
場
合
は
、

ナ
音
が
呉
音
。 

（
田
中
郁
也
）

【
問
題
Ｖ
】（
小
計
６
点
）

問
１
【
生
涯
】
三　
（
３
点
）

問
２
【
業
績
】
イ　
（
３
点
）

■
解
説　

問
１　

諸
橋
轍
次
は
、「
諸
橋
轍
次
著
作
集
第
四
巻
月
報　

学
窓
の
思
い

出
（
一
）」（
大
修
館
書
店
）
と
い
う
文
章
の
中
で
、「
こ
ど
も
の
時
分
の
最
初
の

記
憶
は
、
五
歳
の
と
き
父
か
ら
『
三
字
経
』
を
習
っ
た
こ
と
で
あ
る
」
と
語
っ
て

い
る
。
当
時
、
諸
橋
の
父
安
平
は
漢
学
を
主
と
す
る
小
さ
な
塾
を
開
い
て
い
た
頃

で
あ
る
。『
三
字
経
』
は
中
国
で
子
供
に
字
を
教
え
る
代
表
的
な
も
の
で
あ
り
、

日
本
に
も
伝
わ
っ
て
い
た
。
毎
句
三
字
で
、
人
と
し
て
の
生
き
方
や
日
常
生
活
の

常
識
的
な
こ
と
を
儒
教
的
に
説
い
た
も
の
と
さ
れ
る
。

　

問
２　

中
国
留
学
か
ら
帰
国
す
る
と
間
も
な
く
岩
崎
小
弥
太
（
三
菱
第
四
代
社

長
）
か
ら
静
嘉
堂
文
庫
長
の
委
嘱
が
あ
っ
た
。
小
弥
太
は
父
岩
崎
弥
之
助
（
三
菱

第
二
代
社
長
）
が
創
設
し
自
ら
も
そ
の
拡
充
に
努
め
た
静
嘉
堂
文
庫
の
整
理
・
保

存
を
諸
橋
轍
次
に
託
し
た
の
で
あ
る
。
以
来
、
諸
橋
は
、
貴
重
な
典
籍
・
蔵
書
類

を
整
理
し
、
目
録
の
編
纂
事
業
、
岩
崎
小
弥
太
亡
き
後
の
終
戦
後
の
動
乱
期
に
お

け
る
同
文
庫
の
保
全
な
ど
、
三
十
五
年
間
文
庫
長
を
務
め
、
世
界
的
文
化
財
の
宝

庫
で
あ
る
静
嘉
堂
文
庫
を
守
り
通
し
た
。
い
ま
な
お
、
静
嘉
堂
文
庫
は
多
く
の
研

究
者
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。 

（
諸
橋
轍
次
記
念
館
）

ウ
「
孟
母
三
遷
」
は
、『
列
女
伝
』
に
あ
る
故
事
。
孟
子
の
母
は
、
環
境
が
わ
が

子
に
及
ぼ
す
悪
影
響
を
恐
れ
て
、
墓
場
の
近
く
か
ら
市
場
の
近
く
へ
、
さ
ら
に
学

校
の
そ
ば
へ
と
住
居
を
移
し
、
理
想
的
な
教
育
環
境
を
得
た
と
い
う
。
エ
「
四
面

楚
歌
」
は
、
楚そ

の
項
羽
が
垓が
い

下か

で
漢
の
沛は
い

公こ
う

（
劉
り
ゅ
う

邦ほ
う

、
後
の
漢
の
高
祖
）
に
包

囲
さ
れ
た
時
、
四
面
の
漢
軍
の
兵
士
が
楚
の
歌
を
歌
う
の
を
聞
き
、
命
運
を
悟
っ

た
と
い
う
故
事
に
基
づ
く
。
孤
立
無
援
で
味
方
が
な
い
こ
と
を
い
う
。
関
羽
は
、

三
国
時
代
の
蜀
の
武
将
。
死
後
、
武
神
と
し
て
関か

ん

帝て
い

廟び
ょ
う
に
祀
ら
れ
た
。
オ
「
五

経
」
は
、
儒
教
の
重
要
な
経
典
。
漢
の
武
帝
が
五
経
博
士
を
置
き
、
大
学
で
テ
キ

ス
ト
と
し
て
用
い
た
こ
と
に
始
ま
る
。「
四
書
」
は
、『
大
学
』、『
中
庸
』、『
論

語
』、『
孟
子
』。
宋
の
朱し

ゅ

熹き

以
来
、
儒
学
に
志
す
者
の
入
門
書
と
さ
れ
た
。
カ

「
六
花
（
六
つ
の
花
）」
は
、
雪
の
別
名
。
結
晶
の
形
が
六
つ
の
弁
を
備
え
た
花

に
似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
い
う
。
唐
の
賈か

島と
う

の
詩
な
ど
に
用
例
が
あ
る
。
キ
「
戦

国
の
七
雄
」
は
、
中
国
、
戦
国
時
代
の
七
つ
の
強
国
。
秦
、
燕
、
斉
、
楚
、
韓
、

魏
、
趙
の
七
国
を
い
う
。
弱
肉
強
食
の
末
に
秦
の
力
が
強
く
な
り
、
燕
、
斉
、
楚
、

韓
、
魏
、
趙
の
六
国
は
合が

っ

従し
ょ
う

策
を
と
っ
て
秦
に
対
抗
し
た
が
、
す
べ
て
秦
に
併

合
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。 
（
塚
田
勝
郎
）

【
問
題
Ⅲ
】（
小
計
15
点
）

問
１
【
国
字
】（
１
）
＝
ｃ　
（
２
点
）　

（
２
）
＝
躾
（「

」
も
正
解
）　
（
３
点
）

問
２
【
国
訓
】
む
し
（
る
）　
（
３
点
）

問
３
【
国
字
】
鴫　
（
３
点
）

問
４
【
国
訓
】（
１
）
＝
は
な
わ　

（
２
）
＝
圷　
（
各
２
点
）

■
解
説　

問
１
「
し
つ
け
」
と
読
む
「
躾
」「

」
は
、
室
町
時
代
に
出
現
し
、
前

者
は
今
も
し
ば
し
ば
使
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
「

」
は
江
戸
時
代
に
現
れ
た
。
身

を
美
し
く
、
身
を
花
の
よ
う
に
、
身
に
何
か
を
益
す
と
い
う
意
に
よ
る
造
字
だ
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、「
躾
」
は
武
家
の
礼
法
の
社
会
で
作
ら
れ
使
わ
れ
て

い
た
も
の
が
、
次
第
に
一
般
に
広
ま
っ
て
、
多
く
の
国
語
辞
典
や
漢
和
辞
典
に
収

め
ら
れ
た
。

　

問
２
「
む
し
る
」
に
近
い
意
味
を
持
つ
漢
字
に
「

」（
モ
ウ
・
ボ
ウ　

ぬ
く
、

と
る
）
が
あ
っ
た
。
室
町
時
代
に
な
る
と
、
そ
れ
を
も
と
に
し
つ
つ
、
よ
り
分
か

り
や
す
い
会
意
文
字
を
求
め
た
た
め
か
、「
毛
を
少
な
く
す
る
」
と
い
う
発
想
か

ら
「
毟
」
と
い
う
国
字
が
現
れ
た
。

　

問
３　

シ
ギ
は
田
に
た
た
ず
む
姿
が
印
象
的
だ
っ
た
た
め
に
、
奈
良
時
代
か
ら

「
鴫
」
と
書
か
れ
て
き
た
。
国
字
な
の
で
古
く
は
音
読
み
は
な
か
っ
た
も
の
の
、

多
用
さ
れ
る
中
で
派
生
し
た
。
た
と
え
ば
和
歌
に
し
ば
し
ば
詠
ま
れ
た
「
鴫
立

沢
」
に
設
け
ら
れ
た
庵
で
あ
る
「
鴫
立
庵
」
は
、
デ
ン
リ
ュ
ウ
ア
ン
と
音
読
み
で

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

問
４　

山
の
突
き
出
た
と
こ
ろ
や
小
高
い
と
こ
ろ
を
意
味
す
る
和
語
の
「
は
な

わ
」
に
は
、
平
安
時
代
か
ら
「
塙
」
が
当
て
ら
れ
て
き
た
。
中
国
で
は
カ
ク
と
い

う
音
で
、
土
が
か
た
い
、
土
が
高
い
様
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
意
味
に

ず
れ
を
認
め
て
国
訓
と
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
、
江
戸
時
代
の
検
校
、
塙
保
己

一
の
名
字
と
し
て
有
名
で
、
現
在
で
も
名
字
の
ほ
か
東
日
本
各
地
の
地
名
に
使
わ

れ
て
い
る
。
対
義
語
は
「
あ
く
つ
」
で
、
江
戸
時
代
に
作
ら
れ
た
会
意
文
字
の

「
圷
」
が
多
く
の
漢
和
辞
典
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
茨
城
な
ど
で
地
名
や

姓
に
も
な
っ
て
い
る
。
＊
山
偏
も
正
解
と
す
る
。 

（
笹
原
宏
之
）

【
問
題
Ⅳ
】（
小
計
15
点
）

　

問
１
【
文
字
学
】（
１
）
説
文
解
字　

（
２
）
天　

（
３
）
エ　
（
各
３
点
）

　

問
２
【
連
綿
語
】
ア　
（
３
点
）

　

問
３
【
日
本
漢
字
音
】
ウ　
（
３
点
）


